










要約:健診を定点とする新しいサーベイランスシステムの 2 次調査として電話調査が可能

であるかについて検討を行った。その結果、電話調査による 2次調査は有用であると結論

された。また、電話調査はベテラン担当者が担当すれば、調査だけでなく事故防止の指導

も可能であることが明らかになった。今回の調査結果より医療機関受診事故として多いの

は転落・転倒 45.4%、やけど 22.4%、誤飲 13.7%、溺水 0.5%などであった。また、保護者

の注意で防止可能と考えられた事故は77.7%、事故防止指導がよかったと答えた者は 92.1%

であった。


